
・コンクリート片を落とすこと
なく、そのままワイヤーを柱
に張りつり上げた。

事例53：既設鉄筋コンクリート柱を撤去中、コンクリート片が作業員に落下、
その衝撃で転落

既設鉄筋コンクリート柱を撤去のため切断し、ワイヤーで柱をつり上げ始めた際、ワイヤーが鉄筋に付着していたコンクリート片
（ ㎝× ㎝程度）をこすりつけ落下、作業員の前頭部（ヘルメット着用）に直撃した。その衝撃で作業員は足場から転落した。

原因

・足場に手すりがなく、安全帯も不使用
・剥離の可能性のあるコンクリート片を

撤去していなかった。

結果：負傷 教 訓

行 動

①足場と手すりを設置し、安全帯も
必ず使用する。

②つり上げ作業前に、浮き上がった
コンクリート片を落としておく。

コンクリート片

・けい髄損傷（むちうち症）

直 撃

ワイヤーソー切断位置

約1.6m下に転落

コンクリート柱

つり上げ
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・セグメントボルトを緩めたところ
ラチェットレンチがボルトから外
れ、その弾みでバランスを崩し、
落下

事例54：可搬式作業台から作業員が転落、右手と右大腿部を負傷

シールドトンネル坑内で可搬式作業台を使用し、配管つり用治具を取り付けるためラチェットレンチにより、セグメントボルトを緩め
たところ、ラチェットレンチがボルトから外れ、その弾みで作業員がバランスを崩し坑内足場板上に転落、負傷した。

原因

・作業台の手すりが側面に設置していな
かった。

・安全帯がストッパーなしのタイプで、
リールが伸びきらないと衝撃吸収装置
が働かない構造だった。

結果：負傷 教 訓

・右手首骨折、右大腿部裂傷

行 動

①作業台の手すりは側面にも設置する。
②ストッパー付きの安全帯を使用する。
③安全帯のフックは適切な場所にかける。

足場板に手を打ち付け骨折

Ｈ鋼の角にあたり裂傷

転 落

１．５５ｍ

ラチェットレンチ２本でボルトを緩める作業

転落時、安全帯のフックが
手すりを滑り、この位置ま
で移動
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